















第 3 章　RMI 制度の考察
　第 1 節　RMI 制度の最低所得保障について
　　（ 1 ）伝統的扶助原理の克服
　　（ 2 ）憲法上の「droits-créances」の表現としての RMI 法




　第 3 節　RMI 制度における「連帯」　「新たな連帯」へ　
　　（ 1 ）レオン・ブルジョワの「連帯主義」の「限界」
　　（ 2 ）RMI 制度における「新たな連帯」
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
で交渉したとするならば
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、両者の間で前もって成立し得たはずの合意に関す
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
る解釈であり
0 0 0 0 0 0
、表現である
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どへの参加、余暇・文化・スポーツ等の活動への参加、住宅再入居や住宅改
善への援助、そして医療補助の施策等が挙げられる。










































































































制定から間もなくして出された1989年 3 月 9 日の行政通達（la circulaire du 
9 mars）では、参入契約の無理な作成は避け、契約内容は柔軟にすべきで
あるとされた。そして「参入契約は受給者の代償ではない」と述べたうえ
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定められる（強調引用者）という規定































































































































































帯への権利（droits à la solidarité）」とみなしたことは既に述べた通りであ
る。前文に規定された社会的諸権利が明示的に「連帯」に結びつき、社会保
障が「国民的連帯」を組織化したものとしてその形態を最初に出現させたの























































































することなく RMI 手当で生活を送るようになるという意味で、RMI 制度
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結
　本稿はフランス「連帯」概念を、フランス社会保護政策のなかでも今まで
































らちょうど20年目に RMI 制度は廃止され、同年に積極的連帯所得（Revenu 
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